
FEATURE STORY 2

一
人
者
で
あ
る
東
京
農
工
大
学
の

高
田
秀
重
教
授
は
、「
バ
イ
オ
マ

ス
ベ
ー
ス
の
生
分
解
性
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
木
や
紙
と
石
油
ベ
ー
ス

の
汎
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
混
合
は
、

温
暖
化
対
策
と
し
て
効
果
が
あ
る

が
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対

策
と
し
て
は
、
効
果
が
な
い
ど
こ

ろ
か
、
汚
染
を
助
長
す
る
」と
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
複
合
品
に
対
し
て
注

意
喚
起
す
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
単
体
よ
り
も
、

分
解
す
る
も
の
と
の
複
合
品
の
方

が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
を

早
め
る
の
だ
。
石
灰
石
は
生
分
解

性
で
は
な
い
が
酸
に
弱
い
こ
と
も

あ
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
な
ど
の
複
合

品
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
分
の
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
を
促
進
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
も
批
判

環
境
団
体
の
目
も
厳
し
い
。
国

際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
・
ジ
ャ
パ
ン（
東
京
・
新
宿
）の

大
舘
弘
昌
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
は
次
の

よ
う
に
語
る
。

「
い
ま
最
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
は
、

ま
ず
リ
デ
ュ
ー
ス（
削
減
）・
リ

ユ
ー
ス（
再
利
用
）・
リ
フ
ィ
ル（
詰

め
替
え
）だ
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
や

新
素
材
、
技
術
の
み
が
必
要
以
上

に
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
る
と
、
真

の
問
題
解
決
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
る
」

さ
ら
に「
ま
ず
は
使
い
捨
て
そ

の
も
の
を
減
ら
し
、
リ
ユ
ー
ス
や

リ
フ
ィ
ル
を
土
台
に
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
導
入
と
街
づ
く
り
を

積
極
的
に
目
指
し
て
い
く
べ
き
。

代
替
品
に
関
し
て
も
、
実
際
の
回

収
や
処
理
方
法
を
確
立
さ
せ
た
上

で
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」と
、

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
製
品
の
広
が
り
を
警

戒
す
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
を
採
用
す
る
企
業

や
自
治
体
は
、
使
い
捨
て
製
品
や

回
収
不
能
に
な
る
よ
う
な
製
品
を

作
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
使
用
済

み
製
品
を
Ｔ
Ｂ
Ｍ
社
と
と
も
に

し
っ
か
り
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
に
乗
せ
る
こ
と
に
注
力
す

べ
き
だ
。
そ
れ
が
新
素
材
を
普
及

さ
せ
よ
う
と
す
る
際
に
、
果
た
す

べ
き
最
低
限
の
責
任
だ
。

石
灰
石
ペ
ー
パ
ー
類
が
注
目
を

浴
び
て
い
る
。
も
と
も
と
は
台
湾

メ
ー
カ
ー
が
２
０
０
６
年
に
開
発

し
た「
ス
ト
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
」が

始
ま
り
だ
が
、
最
近
で
は「
Ｌ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
Ｘ
」（
ラ
イ
メ
ッ
ク
ス
）と
い

う
製
品
が
大
き
く
販
売
量
を
伸
ば

し
て
い
る（
写
真
左
）。

石
灰
石
と
プ
ラ
の
複
合
品

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｍ（
東

京
・
中
央
、
山
﨑
敦
義
社
長
）が

販
売
す
る
製
品
で
、
石
灰
石
と
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
複
合
品
だ
。
同
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は「
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ

は
、
石
灰
石
に
由
来
す
る
炭
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
な
ど
無
機
物
50
％
以
上

と
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
な
ど
の
樹

脂
の
複
合
材
料
で
あ
り
、
紙
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替
と
な
る
日
本

発
の
新
素
材
」と
説
明
す
る
。

あ
る
情
報
サ
イ
ト
で
は
同
社
社

員
が
こ
う
語
る
。「
紙
の
製
造
過

程
に
は
、
大
量
の
木
と
水
が
使
わ

れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
木
と
水

資
源
が
枯
渇
し
て
し
ま
う
こ
と
は

明
ら
か
で
す
」。

「
そ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

『
石
』を
使
う
の
が
い
い
。
日
本
で

も
約
２
４
０
億
㌧
の
埋
蔵
量
が
あ

り
、
つ
ね
に
安
価
で
入
手
で
き
る
、

と
て
も
安
定
し
た
素
材
な
ん
で

す
」確

か
に
、
石
灰
石（
石
灰
岩
）は

地
球
上
に
豊
富
に
あ
り
、
日
本
で

も
自
給
で
き
る
。
だ
が
、
石
灰
石

（
Ｃ
ａ
Ｃ
Ｏ
３
）に
由
来
す
る
製
品

を
焼
却
し
た
場
合
、
必
ず
二
酸
化

炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）が
発
生
す
る
。

さ
ら
に
は
石
灰
石
ペ
ー
パ
ー
類

に
は
石
油
由
来
の
樹
脂
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
出
る
Ｃ

Ｏ
２
も
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。も

ち
ろ
ん
紙
を
燃
や
し
て
も
Ｃ

Ｏ
２
は
発
生
す
る
が
、
そ
の
由
来

は
植
物
な
の
で
、
も
と
も
と
大
気

中
に
存
在
し
た
Ｃ
Ｏ
２
が
大
気
に

戻
る
だ
け
だ（「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」の
考
え
方
）。
だ
が
、
石

灰
石
は
化
石
燃
料
と
同
様
、
地
中

に
埋
ま
っ
て
い
た
も
の
な
の
で
、

燃
や
せ
ば
燃
や
す
分
だ
け
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ
２
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

石
灰
石
ペ
ー
パ
ー
は
寿
命
が
長

い
た
め
、
廃
棄
や
燃
や
す
必
要
性

が
少
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
。
だ

が
、
図
書
館
蔵
書
な
ど
長
期
保
存

さ
れ
る
紙
類
は
別
と
し
て
、
日
常

生
活
で
使
わ
れ
る
紙
類
は
い
ず
れ

ゴ
ミ
箱
に
行
く
の
は
必
然
だ
。

「
地
球
上
の
石
灰
岩
が
す
べ
て
熱

分
解
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
気
温

が
３
０
０
度
上
昇
す
る
と
い
わ
れ

る
」（
地
球
大
紀
行
2
：
日
本
放
送

出
版
協
会
、
１
９
８
７
）。
も
ち
ろ

ん
石
灰
石
ペ
ー
パ
ー
類
だ
け
で
そ

の
よ
う
な
状
況
に
な
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
が
、
そ
の「
温
室
効

果
」を
甘
く
見
て
は
い
け
な
い
。

経
産
省
が
推
進
事
業
で
採
択

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
は
、
２
０
１
３
年

に
経
済
産
業
省
が「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
立
地
推
進
事
業
」に

採
択
し
、
補
助
金
９
億
円
を
交
付

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
企
業
や

自
治
体
の
間
で
一
気
に
引
き
合
い

が
来
た
。
経
産
省
の
サ
イ
ト
に
よ

る
と
、
す
で
に
約
２
千
社
の
企
業

と
の
取
引
実
績
が
あ
る
。

神
奈
川
県
は
２
０
１
９
年
６
月
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
課
を
立
ち
上
げ
、

「
石
灰
石
を
主
成
分
と
し
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
代
替
素
材
と
な

る
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
を
活
用
し
た
ア
ッ

プ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
る
」（
神
奈
川
県
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
）と
い
う
。

な
ぜ
こ
こ
ま
で
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
が

企
業
や
自
治
体
の
間
で
人
気
な
の

だ
ろ
う
か
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替

品
と
し
て
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使

用
量
を
減
ら
す
こ
と
で「
脱
プ
ラ
」

を
掲
げ
た
い
企
業
の
要
請
に
応
え

ら
れ
る
た
め
だ
ろ
う
。
深
刻
化
す

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
問
題
は
、

企
業
に
と
っ
て
経
営
リ
ス
ク
で
は

あ
る
が
、
同
時
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
に
支
障
も

紙
代
替
の
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
は
、
一

般
の
人
に
は「
紙
」に
見
え
る
。
そ

の
た
め
、
間
違
え
て
古
紙
回
収
に

出
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。

そ
う
な
る
と
製
紙
会
社
は
再
生
繊

維
に
な
ら
な
い「
古
紙
」を
買
わ

さ
れ
た
挙
げ
句
、
場
合
に
よ
っ
て

は
製
紙
工
程
に
影
響
が
出
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
混
入
に
よ
り
出

来
上
が
っ
た
紙
の
品
質
が
悪
化
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
上
、
石
灰

石
部
分
が
製
紙
汚
泥
に
な
る
。

古
紙
か
ら
再
生
紙
を
作
る
工
程

は
、
ま
ず
回
収
し
た
古
紙
を
パ
ル

パ
ー
と
呼
ば
れ
る
漕
に
投
入
し
、

温
水
と
混
ぜ
、
ド
ロ
ド
ロ
に
す
る
。

そ
れ
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
漉こ

す
わ
け

だ
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
の
よ
う
な
異

物
は
こ
の
ス
ク
リ
ー
ン
や
配
管
を

詰
ま
ら
せ
る
。
つ
ま
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｍ

Ｅ
Ｘ
が
混
入
す
る
こ
と
で
、
古
紙

リ
サ
イ
ク
ル
は
重
大
な
障
害
が
生

じ
る
危
険
性
が
あ
る
の
だ
。

Ｔ
Ｂ
Ｍ
社
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

で
は「
通
常
、
普
通
紙
１
㌧
生
産

す
る
場
合
、
木
を
約
20
本
、
水
を

約
85
㌧
使
う
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
は

原
料
に
木
や
水
を
使
用
し
な
い
」

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
日
本
製

紙
連
合
会
の
中
川
好
明
・
技
術
環

境
部
長
は
次
の
よ
う
に
異
論
を
展

開
し
た
。

「『
木
を
約
20
本
使
う
』と
い
う

表
現
は
、
森
林
伐
採
を
連
想
さ
せ

る
が
、
日
本
の
紙
パ
ル
プ
産
業
が

使
用
す
る
木
材
原
料
の
約
90
％
は

他
に
用
途
の
少
な
い
低
質
材
や
間

伐
材
、
製
材
残
材
、
製
紙
用
に
植

林
さ
れ
た
小
径
木
で
す
」

「
し
か
も
、
日
本
の
古
紙
回
収
率

は
81
・
５
％
、
古
紙
利
用
率
は
64
・

３
％
と
世
界
に
誇
る
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
製
紙
工
程
で
は
川
か

ら
取
水
し
、
洗
浄
な
ど
に
利
用
し

た
後
は
き
れ
い
に
し
て
川
に
戻
す

の
で
、
利
用
は
す
る
が
消
費
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
し
た
が
っ
て
、
紙
の
生
産
が
森

林
伐
採
や
水
の
大
量
消
費
に
つ
な

が
る
か
の
よ
う
な
こ
の
文
言
は
不

適
当
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」

研
究
者
か
ら
も
厳
し
い
意
見

石
灰
石
ペ
ー
パ
ー
類
に
つ
い
て

は
、
国
内
の
研
究
者
か
ら
も
厳
し

い
意
見
が
出
て
い
る
。
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
第
一

人
者
、
同
志
社
大
学
の
和
田
喜
彦

教
授
は「
石
灰
石
採
掘
に
伴
う
発

破
振
動
、
騒
音
、
粉
塵
飛
散
な
ど

の
社
会
環
境
影
響
は
少
な
く
な

い
」と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

さ
ら
に
、「『
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増

大
の
法
則
』か
ら
す
れ
ば
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
複
合
品
を
使
い
続
け
る

限
り
、
た
と
え
リ
サ
イ
ク
ル
・
シ

ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
た
と
し
て
も
、

早
晩
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
環
境
中
に

拡
散
す
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
と
い
う

新
素
材
が
普
及
す
れ
ば
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
問
題
は
解
決
す
る
と
思

う
の
は
、
あ
ま
り
に
危
険
だ
」と

指
摘
す
る
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
の
第

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
の
環
境
問
題
を
契
機
に
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
の
代
替
品
と
し
て「
石
灰
石
ペ
ー
パ
ー
類
」が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
や
多
く
の
企
業
や
自
治
体
が
導
入
し

始
め
た
。
だ
が
実
は
、
石
灰
石
ペ
ー
パ
ー
類
に
よ
る
環
境
負
荷

や
リ
サ
イ
ク
ル
阻
害
要
因
を
疑
問
視
す
る
声
も
少
な
く
な
い
。
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